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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・9/24(水)グループ内研修17：20～18：00　場所:メンタルケア3Ｆ　対象:看護･介護スタッフ
・10/1(水)看護学生実習（青陽館）

・砂丘の足跡で、寄稿文の依頼が来ている方は9/26(金)〆切

・10/7(火)8(水)第4回法人研修17:30～18:30
場所:メンタル病棟4階　メモリアルホール　講師:三浦 綾PSW
テーマ:｢精神保健福祉法関連（人権）～人権擁護に基づいたサービス提供～｣
・だるまストーブ1Ｆ2Ｆに置かれる予定（点検を兼ねての使用）。床暖をつける時期まで寒くなったら10分程つけ、室内が暖まってきたら消すようにしていきましょう。長く点けっぱなしにしないようにしましょう。

＜利用者様情報＞

・細越　定生様～本日、来所時より新人職員に頻回に話し掛けることや､ホールでギターを大きな音で弾き鳴らすことが目立っている。朝掃除の時間に新人職員に声を掛けたが、声を掛けられた職員は気が付かず反応がなかった事で、「何で返事しないんだ！」と不機嫌になっている。その後、職員より謝罪すると納得し､以後も上機嫌で新人職員と話をしている。

・繁名　和恵様～青明舎より情報提供あり。9/21(日)10時､よこまちストアで買い物中に倒れ､10:42八戸市立市民病院へ救急搬送。検査目的にて3日程入院でしたが、昨日、AM11:00市民病院を退院されている。倒れた原因の一つとして風邪薬（鹿内内科処方）との飲み合わせが合わず、利尿作用が生じ、貧血または脱水症状を起こしたのではないかとの事。詳細については、市民病院の医師から青南病院担当医師宛てに情報提供書を後日受け取る予定となっている。
また、青南病院からの処方薬のみで他科からの薬は中止するよう説明をうけたとの事でした。9/26(金)AM11:30家族(姉様)付き添いにて、再度、市民病院受診することになっている。

・清水頭　翼様～本人と就労継続支援A型｢ドリーム｣｢あっとワーク｣見学の件について振り返りを実施。｢ドリーム｣については､｢きつそうだし､ついていけるかな｣等と不安を感じている様子だが､体験利用をしてみたいと話している。両施設について体験利用を実施し､自分に合った作業や就労条件の施設を選択して申請することを勧め､施設側と相談し､9/29（月）12:45～｢あっとワーク｣､10/2（木）9:00～｢ドリーム｣の体験利用を実施することとなっている。
・岩城　敏夫様～昨日、静養の為欠席していたが、本日は発熱なく症状安定され来所されている。来所時の体温36.4℃、昼食後の風邪薬服用を本人が忘れている為声掛け行い、服用して頂いている。咳・痰・鼻汁は少しずつ良くなっていると話されている。
・長瀬紘一郎様～体温36.4℃、風邪症状は回復してきている。本日の昼食は、主菜が硬くて食べれなかったと残食はあるが、他は摂取している。

・山田　隆雄様～昨晩、青風荘にて夕食配膳時に奇声をあげる事あり、スタッフの声掛けに対しても、「何でもない！」と強い口調で返答されている。その後、耳を塞ぐ行為も見られていますが、対人トラブルはなかったとの事。本日来所後の様子は、奇声や強い口調での返答、耳を塞ぐ行為は見られず、問題なく過ごされている。大声をあげることで、周囲とトラブルとならないように様子観察していく。

・小笠原富治様～腰痛があり、エアロビクスの座って行う動きが出来ないから休みたいと希望があるも、クールダウンのマット運動は後半なため、始めの方は立って行う動きなので促してみると「そうですか」と言い、参加されている。腰痛や痒みについては「今日は良いよー」と話されている。

・下妻　康貴様～右腋を痛めた件について、保険会社にスタッフから問い合わせている。詳細確認し、保険料が下りるとのことで、手続きを進めていく方向となる。今週、木～金曜日に書類を届けて頂くこととなっている。

・小野寺ノリ様～食事摂取を早めに始めているが、エアロビがある時は最後まで取り組むことで食事の時間が遅れ、ゆっくりと摂取できない状況。エアロビ参加は食事のために早めに抜け、11時45分から食事ができるように関わっていく。

・稲垣　ふき様～10/10(水)妹様面会予定。

＜事例検討＞

稲垣　ふき　様（71）女性　主病名：統合失調症　担当医：千葉(良)Dr

検討内容目標と治療計画の見直し

長期目標：①現在の生活を続ける。

②肥満改善する。（目標体重55ｋｇ）

中期目標：①病状の変化に気付けるようになる。

②体重60kg以下を目標にする。

短期目標：①疲れている時は休息を取る。

②-1運動療法以外で運動やストレッチをする。

②-2菓子を週末で食べきらない。

治療計画：①気分変動や不調の際はスタッフに話し、軽減を図る。目立った精神症状の変化はみられていないが、日中に不調の訴えが多い事から必要時に休息を取れるようになる。

　　　　　②減量の為運動療法以外で歩行運動を行う。また週末の一度の間食量が多いことから、間食量の見直し、食べ方を改善する。
治療計画①について

・眠い等不調の訴えがある時もドリルに取り組み、休息の声を掛けるが、「横になると寝れない」と話し、疲れていても休息を取らない。具合が悪くても無理して動く。ということから計画にいれていた。

・眠気、不調(頭モヤモヤ、パッとしない、眠い)の訴えが多いが、プログラムには拒否なく参加。眠気、不調については外来で担当医には伝えていないとの事。

・「頭が痛い、ボーっとする」は口癖であり、青風荘では生活に支障はない。服薬調整されてからは病状が落ち着き、夜間の睡眠も安定しており、落ち着いて生活できている。

・余暇時間は、計算漢字ドリルに取り組んでいる。以前は卓球を好んで行っている。

・目立った気分変動はなく、他者から直接不満を言われても「ゴメンゴメン」と笑顔で対応している。

⇒ボーっとすると不調を訴える傾向があるので、気分転換や生活の張りにつなげるためにも、本人が好きな事等を取り組めるような目標を再検討していく。

治療計画②について

・Ｈ26.9.1　60.4kg　ＢＭＩ26.5

　Ｈ23.9.1　59.0kg　Ｈ23年以降は体重60.0kg～64.8kg

・本人は、太っている事を気にしている。

・外来で担当医より減量するようにと説明を受けたとの事で、廊下の歩行運動を行ったがその日だけで続けていない。減量に対する気持ちを維持できてない様子。

・主食量は170gに減らして摂取している。

・間食は週末で食べきってしまう。少ないから直ぐになくなると話しており調整できない。

　2週間3千円のお小遣いで飲み物やお菓子、日用品を購入している。以前は預かりといたが、スタッフの目を盗み、勝手に持って行く事あり、現在は1週間に摂取する量は変わらない為、本人管理としている。（青風荘からの情報）

・「飽きたけどやる事がない。バレーボールとかしたい。エネルギーがあり余っている。」と話しており、現在の生活に飽きているような発言がきかれる。

・運動量が少なくなってきている。エアロビクスはリズムについていけない様子がある。エアロビは拒否しており、「エアロビをすると神様がついて肩が凝る」と話す。運動は好んで行っている。以前好んで行っていた卓球の声掛けをし、運動を促していく。

　⇒体重に大きな変動はなく、年齢を考慮すると、体重にこだわるダイエットではなく、身体を動かしていくことを目標としていく。
検討結果（再立案）
長期目標：現在の生活を続ける。

中期目標：①病状の変化に気付けるようになる。

②肥満改善する。（目標体重55ｋｇ）

短期目標：①疲れている時は休息を取る。

②体重60kg以下を目標にする。

治療計画：①気分変動や不調の際はスタッフに話す。不調の際は休息を取る。眠気があるときは気分転換に本人の興味があることをスタッフが提示する。　　　　　　

　　　　　②運動療法以外で、運動やストレッチをする。
＜外来情報＞

・高柳　和子様～前回採血検査施行し、検査結果は異常なし。

・倉橋　生子様～額にイボができている事を話されているが、かさぶたになってきている。以前デルモゾール軟膏が処方されている。皮膚科に行きたいと話されているが、白色ワセリン30g処方となる。

・野月　利章様～本人から、尿が赤っぽくなっているとの訴えがある。水分をたくさん摂るようにとの説明がある。

・繁名　和恵様～日曜日にスーパーで倒れた件で、倒れた時の状態で痙攣を起こしているような状態があった事をスーパーの店員さんから情報がある。てんかんの可能性も考え、次回受診時、脳波検査実施予定。今回の状態から、処方薬ゼプリオンも関係している可能性ある為、次回からゼプリオンが中止となる。

・中村　鶴子様～以前、副作用止めが処方となっていたが、胸がモヤモヤするとの訴えあり、メネシット(100)4Ｔ×4　⇒3Ｔ×3（昼食後薬中止）となる。不調があれば現処方に戻すとのこと。
・小坂　君子様～冬場にデイケアを休んで着物を縫っていたいと話されている。冬時期になった

ら本人の考えを再確認し対応していく。

・清水　秋男様～五十肩の痛みを訴えており、整形外科受診すると話されている。

・淡路智恵子様～次回の受診時、デイケアを欠席するとの事で、2週間分の処方を希望され処方なる。

